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第１１7号 

令和元年 8月発行 

この広報は一部共同募金の助成金により発行されています 

滑川市社会福祉協議会 

〒９３６－００５１ 滑川市寺家町１０

４  

滑川市庁舎東別館２階（旧市民会館） 

ＴＥＬ ４７５－７０００ ＦＡＸ ４

７５－９６７１ 

ＵＲＬ http://www.nashakyo.net 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[文書の引用文や注目すべき箇所の要約を入力してください。テキスト ボックスは文書のどの位置にも配置できま

す。抜粋用テキスト ボックスの書式を変更するには、[描画ツール] タブを使用します。] 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収  入 金 額 割 合 

1 会費、寄付金 6,800,650 3.0% 

2 補助金 31,209,000 14.0% 

3 受託金 5,746,799 2.6% 

4 事業収入 758,400 0.3% 

5 介護保険、障害福祉サービス等 98,284,342 44.0% 

6 受取利息配当金、その他 1,681,036 0.8% 

7 設備投資金借入金 5,000,000 2.2% 

8 積立金取崩収入 28,126,322 12.6% 

9 拠点区分間繰入金 2,719,258 1.2% 

10 サービス区分間繰入金 28,936,688 13.0% 

11 前期末支払資金残高 13,974,097 6.3% 

 

地域福祉の推進では、地区社会福祉協議会・自治会・民生委員児童委員等の連携により「ケアネット・福

祉見回り隊事業」に取り組むとともに、住民が主体となって、地域の福祉課題を把握・解決するという方針の

もと「地域食堂たんぽぽ」を実施し、各地区における同様の取り組みを積極的に支援しました。 

 

ボランティア活動の推進では、小学校や地域へ出向いて出前講座の開催、夏休みボランティア体験事業の

企画、手話奉仕員養成講座の開催、防災研修会の開催等、福祉教育の推進や防災意識の高揚を目指した事業展

開をしました。 

また、新規事業として「脳トレリーダー養成講座」を開催し、滑川市における脳トレの普及を目指すボラン

ティアグループとして組織化しました。 

平成３０年度事業報告・収支決算 

〝手から手へ ぬくもりつなぐ なめりかわ〟 という基本理念を目指し、平成２９年度から今後５年間の滑

川市における地域福祉活動の方向性を定めた「第３次滑川市地域福祉活動計画」に従い、地域のネットワークを

生かした活動を推進し、助け合いや支え合いなどの共助の層を厚くする取り組みを積極的に行いました。 

支  出 金 額 割 合 

1 法人運営 57,684,173 25.8% 

2 地域活動 10,693,638 4.8% 

3 ボランティアセンター活動 1,701,674 0.8% 

4 共同募金分配 1,714,000 0.8% 

5 在宅福祉サービス 111,019,064 49.7% 

6 資金貸付 326,000 0.1% 

7 基金運営 423,050 0.2% 

8 日常生活自立支援 514,752 0.2% 

9 拠点区分間繰入金 2,719,258 1.2% 

10 サービス区分間繰入金 28,936,688 13.0% 

11 当期末支払資金残高 7,504,295 3.4% 
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決算総額 223,236,592 円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あー 

滑川善意銀行だより 
皆様の心あたたまる貴重な善意、誠にありがとうございます。 

平成 31 年 4 月 1 日～令和元年 6 月 30 日までに預託された方々のご芳名は下記のとおりです。 

(順不同・敬称略) 

物品預託（寄付） 

 水野 みよ子      （坪川） 米 120㎏  タオル  箱ティッシュペーパー 

 中村 節子       （荒俣） 介護用紙おむつ 

 東地区老人クラブ連合会      タオル 306枚（市内各福祉施設寄付） 

 匿名               介護用紙おむつ 

金員預託（寄付）  ※金額については希望者のみ掲載しています。 

 故 細岡 覺男     （上梅沢）      故 蜷川 晃      （北野） 

 故 山岸 民      （中川原）      故 岩田 昭子     （有金） 

 故 浮田 照夫     （上島）       故 梅次 重雄     （大窪） 

 故 吉原 弘      （浜四ツ屋）     故 神谷 時枝     （東福寺） 

 故 中屋 喜久治    （四ツ屋）      故 椎名 悟      （栗山） 

 故 按田 フミ     （大日）       匿  名         １件 

 故 神田 秋夫     （四間町）      富山県移動商業組合 

 故 内山 文子     （北野）       浜加積地区敬老会有志一同 8,000円 

合計  16件   498,000円 

滑川市手話奉仕員養成講座 

 滑川市手話奉仕員養成講座は、主に滑川市民の方を対象に行われている手話講習会で、滑川市ろう

あ福祉協会・滑川市手話サークルめばえの会の方々が講師となりご指導してくださっています。 

毎週木曜日と月に１回土曜日に、さまざまな年代の方がふれあいながら手話を学んでいます。 

 

～滑川市手話奉仕員養成講座に参加されている方にお話を伺いました～ 

Ｑ．滑川市手話奉仕員養成講座を受講しようと思ったきっかけは？ 

 Ａ．聴覚障がいの方と会話したい、少しでも手助けできるようになりたいと思い受講しました。 

 

Ｑ．講座が始まり約２ヵ月が過ぎた感想は？ 

 Ａ．講座に来るのはとても楽しいです。講座のなかでいろいろ覚えて、家では復習をしています。

また、早く手話が上達するよう、早めに講座に来て講師の方に分からないところを質問していま

す。 

 

Ｑ．今後の目標は？ 

Ａ．手話が少しでもできるようになり、まちで困っている聴覚障がいの方がいらっしゃったら、お

役に立てるようになりたいです。                  

 

 

皆さんそれぞれに思いや目標をもち、真摯に手話を勉強さ 

れています。平成３１年度の滑川市手話奉仕員養成講座は、 

１１月１４日まで続きます（全３６回）。 

これからも楽しく手話を学んでいきましょう。 

◎質問等にご協力頂いた皆様ありがとうございました。 

夏休み特別企画！ 

https://1.bp.blogspot.com/-tR-eEGdYkY0/VAlNbccOQ4I/AAAAAAAAmFY/d-7PH8Fs-uo/s800/syuwa.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アレルギー対応はしておりません。ご了承ください。 


